
   汚染コンクリートの解体およびそこから生じる廃棄物の 
合理的処理・処分の検討 

２.研究計画内容 

１．課題目標 
  福島第一原子力発電所格納容器内の事故時温度分布解析に基づいて調製した模擬変質コ

ンクリート試料を用いた特性評価、拡散・収着試験を実施し、汚染分布の経時変化の現象理
解を図る。また、放射性コンクリート廃棄物の区分および物量等の将来予測を行い、コンク
リート材料の最適な解体、処理・処分方法を明らかにする手法を確立する。本研究は、物量の
多いコンクリート廃棄物の処理・処分を合理的に実施するための基礎的知見を提供すること 
が期待される。 

３.研究実施体制 

 ４.事業実施計画 

解析の試行 温度分布評価 詳細計算 

模擬供試体 
調製 

温度分布を考慮 
した試料調製 

健全試料での 
実験 

模擬変質試料 
での実験 

核種の化学状態
と移行挙動との
関係を解明 

物量の推計 濃度分布・ 
経時変化算出 

廃棄物量の算出 

浸出モデル作成 
廃棄体の仕様、 
浸出挙動の検討 

廃棄体の性状・
数量評価 

意思決定木 
作成 

シナリオ抽出 
被ばくリスク 
計算モデル構築 

廃棄物管理 
シナリオ評価 

非破壊CT-XRD 
練成分析の準備 

SPring 8による 
CT-XRD分析 

変質箇所観察 
結晶物質同定 

H28年度    H29年度   H30年度 
 (1)変質コンクリートの調製 

  事故時温度解析 
   
  変質コンクリート試料の   
  調製 
(2)核種移行特性の評価 
  微細構造評価 
 
  化学状態変化 
  拡散挙動・収脱着挙動 
(3)廃棄物管理シナリオ評価 
  廃棄物特性・物量評価 
   
  廃棄体の性状評価 
 
  廃棄物管理シナリオ 
  構築・評価 

 

(1)模擬変質コンクリートの調製 

燃料デブリ 

解析モデル 
 3次元熱流体解析、１：１スケール 
 

崩壊熱計算 
 燃料デブリ 

• UO2の物性値を使用 
• ＰＣＶ・ＲＰＶ底部の堆積割合調整 

国際廃炉研究開発機構（IRID）との共同研究実績 

±３０％以内での温度解析精度 

非破壊CT-XRD連成法の測定概念 

(2)核種移行特性の把握 

＜XAFSスペクトル測定＞ 
高エネルギー加速器研究機構 
Photon Factory 

放射光X線
ビーム 

コンクリート 

Ge半導体 
検出器 

蛍光
X線 

(3)廃棄物管理シナリオ評価 

廃棄物特性・物量評価 
変質コンクリート特性・
核種移行評価および解
析的なモデルに基づい 
て推定。 

廃棄物管理シナリオ分析 

廃棄物管理シナリオ評価 

 

廃 棄 体 の 性 状 評 価 

入力データ 

 ３次元熱流動計算に
よって１Ｆ格納容器内コン
クリートの事故時の温度
分布解析を行い、コンク
リートの変質条件を評価
する。さらに、この解析結
果を基に代表的な変質条
件を抽出し、実験室内で
熱処理を加えた模擬変質
コンクリート試料の調製を 
行う。 

 模擬変質試料に対して微細構造等の特性評価、拡散・収
着試験を実施し、それらの結果に基づいてコンクリート材
料の汚染分布の経時変化（浸入）に関する現象理解を図る。
さらに、コンクリート廃棄物をセメント固化した廃棄体からの
処分時の物質移行（浸出）挙動に関する評価（廃棄体処分
時安定性評価）も合わせて実施する。これらの結果から、
模擬変質コンクリートの微細構造と核種の移行挙動との関 
係性を把握する。 

SPring8 を利用した非破壊CT-XRD 連

成分等を用いセメント水和物組織の
化学反応による分解や変質情報を把
握するとともに、試料のひび割れ形状 
やその連結性に関する情報を得る。 

微細構造分析 

拡散・収脱着挙動 

化学状態評価 

Cs, Sr, U等を対象とし、非定常拡散試験、収着試験より変質コンク
リート中の支配的な移行経路等の移行特性、収着特性を把握する。 

XAFSスペクトル測定等により、

収着した核種のコンクリート
中での配位構造を決定し、 
核種安定性を評価する。 
 

 課題(1)、(2)で得られる汚染分布の経時変化に関する情報を基に、

１Ｆの廃炉で生じる放射性コンクリート廃棄物の放射能レベル区分
および物量等の将来予測を行う。また、除染の有無、処理、処分等、
解体から最終処分に至るまでの各工程における異なる選択肢に対
し、物量および放射線被ばくリスクを評価し、最適な解体、処理・処 
分方法を明らかにする手法を構築する。 

 コンクリートは原子力発電所で最も多用されているが、特に
福島第一原子力発電所（１F）の廃炉では、多様な放射性核
種による高いレベルの汚染が広範囲にあることから、大量の
放射性コンクリート廃棄物の発生が予想される。このため、コ
ンクリートの汚染状況をより厳密に把握し、その情報に基づ
き解体法を決定するとともに、そこから生じる放射性コンク
リート廃棄物量を推定した上で、適切な廃棄物の保管管理、
処理・処分法を検討する必要がある。そこで、ここでは、この
１Ｆの廃炉で生じる放射性コンクリート廃棄物に関連した一 
連の研究を実施する。 


